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町税
22億1,864万8千円
（16.6％）

自主財源
37億5,826万5千円
（28.2％）

依存財源
95億7,173万5千円
（71.8％）

地方交付税
49億2,000万円
（36.9%）

分担金及び負担金
2億4,036万4千円（1.8%）
分担金及び負担金
2億4,036万4千円（1.8%）

諸収入
1億7,303万5千円（1.3%）
諸収入
1億7,303万5千円（1.3%）

繰入金
8億854万6千円（6.1%）
繰入金
8億854万6千円（6.1%）

財産収入
1億692万円（0.8%）
財産収入
1億692万円（0.8%）

使用料及び手数料
8,075万1千円（0.6%）
使用料及び手数料
8,075万1千円（0.6%）
繰越金  
8,000万円（0.6%）
繰越金  
8,000万円（0.6%）
寄附金  
5,000万1千円（0.4%）
寄附金  
5,000万1千円（0.4%）

地方譲与税
1億1,430万円（0.9%）
地方譲与税
1億1,430万円（0.9%）

地方消費税交付金
3億5,400万円（2.7%）
地方消費税交付金
3億5,400万円（2.7%）

株式等譲渡所得割交付金
850万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
990万円（0.1％）
地方特例交付金
840万円（0.1％）
利子割交付金
400万円（0.0％）
自動車取得税交付金
1,700万円（0.1％）
環境性能割交付金
500万円（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金
850万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
990万円（0.1％）
地方特例交付金
840万円（0.1％）
利子割交付金
400万円（0.0％）
自動車取得税交付金
1,700万円（0.1％）
環境性能割交付金
500万円（0.0％）

国庫支出金
9億7,912万円
（7.3%）

県支出金
10億21万5千円
（7.5%）

町債
21億4,980万円
（16.1%）

歳  入
133億3,000万円

【
歳
入
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝

法
人
町
民
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、
町

税
が
８
２
６
万
７
千
円
の
増

⃝

合
併
に
よ
る
財
政
優
遇
措
置
の
縮
減
に

よ
り
、地
方
交
付
税
が
８
千
万
円
の
減

⃝

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
や
旧
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
解
体
な
ど
に
よ
り
、

国
庫
支
出
金
が
１
億
６
３
８
万
５
千

円
の
増

⃝

漁
業
の
振
興
対
策
や
参
議
院
議
員
選

挙
の
執
行
な
ど
に
よ
り
、
県
支
出
金

が
７
，１
９
０
万
８
千
円
の
増

⃝

新
庁
舎
の
整
備
や
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
改

修
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
天
井
の
耐

震
化
工
事
な
ど
に
よ
り
、
町
債
が

４
億
２
，９
４
０
万
円
の
増

一般会計・歳入予算の内訳

一般会計・歳出予算の内訳

歳  出
133億3,000万円
（性質別）

人件費
19億3,944万1千円
（14.5％）

扶助費
19億1,078万4千円
（14.3％）

公債費
11億6,230万7千円
　（8.7％）

義務的経費
50億1,253万2千円
（37.6％）

投資的経費
25億9,372万1千円
（19.5％）

その他の経費
57億2,374万7千円
（42.9％）

物件費
18億3,699万8千円
（13.8％）

補助費等
24億4,223万6千円
（18.3％）

普通建設事業費
25億9,372万1千円
（19.5％）

繰出金
11億7,634万3千円

（8.8％）

予備費  1,000万円（0.1％）予備費  1,000万円（0.1％）

貸付金  4,160万円（0.3％）貸付金  4,160万円（0.3％）

積立金
1億200万9千円（0.8％）
積立金
1億200万9千円（0.8％）

維持補修費
1億1,456万1千円（0.9％）
維持補修費
1億1,456万1千円（0.9％）

（％：構成比）

（％：構成比）

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
、

『
未
来
輝
く
ふ
る
さ
と
越
前
町
を

堅
実
に
実
現
す
る
予
算
』

会　　計　　名 平成31年度予算額
❶

平成30年度予算額
❷

増　減　額
❶−❷＝❸

増減率（％）
❸/❷×100

一　般　会　計 133億3,000万円 129億6,700万円 3億6,300万円 2.8

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業 23億2,602万円 21億4,680万1千円 1億7,921万9千円 8.3

介 護 保 険 事 業 23億4,253万1千円 23億1,572万円 2,681万1千円 1.2

後期高齢者医療事業 2億6,463万3千円 2億5,159万9千円 1,303万4千円 5.2

簡 易 水 道 事 業 4億2,081万9千円 4億34万9千円 2,047万円 5.1

公 共 下 水 道 事 業 8億5,820万3千円 6億4,750万4千円 2億1,069万9千円 32.5

集 落 排 水 事 業 2億7,821万9千円 3億440万4千円 ▲2,618万5千円 ▲ 8.6

温 泉 事 業 2,231万円 2,221万9千円 9万1千円 0.4

農林漁業体験実習館事業 2,949万円 2,568万9千円 380万1千円 14.8

土地区画整理事業 5,070万円 1,819万4千円 3,250万6千円 178.7

小　　　　　計 65億9,292万5千円 61億3,247万9千円 4億6,044万6千円 7.5

事
業
会
計

上 水 道 事 業 4億2,276万3千円 4億1,615万8千円 660万5千円 1.6

国民健康保険病院事業 4億3,385万3千円 4億6,455万円 ▲3,069万7千円 ▲ 6.6

小　　　　　計 8億5,661万6千円 8億8,070万8千円 ▲2,409万2千円 ▲ 2.7

合　　　　　計 207億7,954万1千円 199億8,018万7千円 7億9,935万4千円 4.0

【
歳
出
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
の
利
用

者
数
の
増
な
ど
に
よ
り
、
扶
助
費
が

５
，８
３
４
万
９
千
円
の
増

⃝

朝
日
中
学
校
建
設
事
業
債
（
合
併
特

例
債
）
の
償
還
終
了
な
ど
に
よ
り
、

公
債
費
が
１
億
１
，７
９
１
万
７
千

円
の
減

⃝

新
庁
舎
の
建
設
工
事
や
旧
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
解
体
工
事
、
ホ
ッ
ケ
ー

場
の
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
、
普
通

建
設
事
業
費
が
４
億
７
３
８
万
５
千

円
の
増

⃝

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
事
業
の

完
了
な
ど
に
よ
り
、
補
助
費
等
が

１
，６
７
６
万
３
千
円
の
減

⃝

国
民
健
康
保
険
の
医
療
給
付
費
の

増
加
に
伴
う
特
別
会
計
へ
の
繰

出
し
な
ど
に
よ
り
、
繰
出
金
が

２
，７
７
０
万
２
千
円
の
増

　
平
成
31
年
度
は
、
第
二
次
越
前
町
総
合
振

興
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
財
政
状
況
の
中
、
真
に
必
要

な
施
策
を
十
分
に
精
査
し
た
上
で
、
様
々
な

課
題
に
対
応
し
た
施
策
を
迅
速
か
つ
効
果
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
町
民

の
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

年
と
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
平
成
31
年
度
当
初
予
算
を
、

　
未
来
輝
く
ふ
る
さ
と
越
前
町
を

　
堅
実
に
実
現
す
る
予
算

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
町
民
が
「
ふ
る

さ
と
越
前
町
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
誰

も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
て
、
堅
実
に
推
し
進
め
る

予
算
と
し
て
い
ま
す
。

予
算
規
模

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
を
合
わ
せ

２
０
７
億
７
，９
５
４
万
１
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
７
億
９
，９
３
５
万
４
千
円
の
増

（
４・０
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
１
３
３
億
３
，０
０
０
万

円
で
、
前
年
度
よ
り
３
億
６
，３
０
０
万
円

の
増
（
２・
８
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
5
つ
の
重
点
施
策
に
基
づ
き
、
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
行
政
拠
点
施
設
で
あ
る
新
庁
舎
の
整
備

②
豊
か
な
観
光
資
源
と
お
も
て
な
し
の
心
で

地
域
を
潤
す
観
光
立
町
の
実
現

③
地
域
産
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成

④
次
代
を
担
う
「
人
材
」
を
育
む
包
括
的
な

支
援
の
充
実

⑤
快
適
な
住
環
境
の
整
備
に
よ
る
移
住
・

　
定
住
の
促
進

　
主
な
事
業
は
、
4
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。
役
場
新
庁
舎
の
整
備
、
地
域
産
業
の

活
性
化
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
道
路
や
上

下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
越
前
町
の

歴
史
と
伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
、
未
来
を
築

く
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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2
月
3
日
、
県
立
武
道
館
で
第
13
回
福
井
県

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
剣
道
大
会
が
開
か
れ
、
5

年
生
男
子
の
部
で
矢
田
部
晄
さ
ん
（
織
田
小
5

年
）、
4
年
生
女
子
の
部
で
赤
星
心
晴
さ
ん
（
朝

日
小
4
年
）が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。ま
た
、

6
年
生
男
子
の
部
で
山
本
天
晴
さ
ん
（
城
崎
小

6
年
）、
3
年
生
の
部
で
岩
﨑
吏
生
さ
ん
（
城
崎

小
3
年
）
が
ベ
ス
ト
8
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
5
年
生
以
下
の
3
人
が
平
成

31
年
度
福
井
県
少
年
剣
道
強
化
指
定
選
手
と
な

り
、
今
年
1
年
間
、
毎
月
1
回
県
立
武
道
館
で

の
強
化
錬
成
会
に
参
加
し
ま
す
。
町
民
の
み
な

さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
学
年
は
大
会
当
時
の
も
の
で
す
。

　
3
月
15
日
、
越
前
町
役
場
で
、
4
月
か
ら
自

衛
隊
に
入
隊
さ
れ
る
新
谷
玲
司
さ
ん（
小
曽
原

区
）の
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
激
励
会
で
は
、内
藤
町
長
と
自
衛
隊
福
井
地
方

協
力
本
部
の
三
浦
副
本
部
長
か
ら
激
励
の
挨
拶

の
後
、
新
谷
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、新
谷
さ
ん
は「
育
て
て
も
ら
っ

た
親
に
感
謝
し
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た
い
。」

と
入
隊
に
あ
た
り
力
強
く
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。第

13
回
福
井
県
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
剣
道
大
会

自
衛
隊
入
隊
者
を
激
励
し
ま
し
た

▲左から山本 天晴さん、赤星 心晴さん、矢田部 晄さん、
　岩﨑 吏生さん ▲新谷玲司さん（中央）

　
自
営
業
者
や
年
金
で
生
活
さ
れ
て
い
る
人
な

ど
が
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入

者
の
減
少
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
税
収
入
の
減

少
や
医
療
費
の
増
加
に
伴
う
事
業
費
納
付
金

（
※
）の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成
31
年
度
以

降
の
国
保
会
計
は
、
収
支
不
足（
赤
字
）が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
1
月
8
日
に
町
長
か
ら
国
民

健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
長
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て
諮
問

し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
、
平
成
31
年
度
以
降
の
3
年

間
の
国
保
会
計
の
収
支
見
通
し
を
も
と
に
、
国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て
、
慎
重

に
審
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
国
保
加
入
者
の
税
負
担
に
配

慮
し
た
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
に
つ
い

て
、
2
月
19
日
に
笠
原
会
長
と
北
島
副
会
長
か

ら
町
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
答
申
を
受
け
、
町
は
三
月
定
例
会
へ
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
平
成
31
年
度
以
降
の
税

率
改
正
案
を
提
出
し
、
同
議
会
の
審
議
可
決
を

経
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
の
税
率
改
正
に
あ
た
っ
て
の
付
帯
事
項

◦
平
成
30
年
度
か
ら
県
が
国
民
健
康
保
険
の
財

政
運
営
主
体
と
な
っ
た
た
め
、
県
と
と
も

に
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や
効
果
的
な
事
業

運
営
を
行
う
こ
と
。

◦
国
保
財
政
運
営
の
健
全
安
定
化
に
向
け
、
税

率
改
正
と
収
納
対
策
の
強
化
、
国
保
加
入
者

の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
緩
和
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
一
般

会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
法
定
外
繰
入
金
の

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て
答
申
さ
れ
ま
し
た

財
政
支
援
に
よ
り
収
支
不
足（
赤
字
）見
込

額
の
削
減
・
解
消
を
進
め
る
こ
と
。
な
お
、

国
保
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
県
支
出

金
・
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
法
定
内

繰
入
金
な
ど
で
ま
か
な
う
必
要
が
あ
り
、
国

保
財
政
運
営
の
健
全
安
定
化
の
た
め
、
町
は

法
定
外
繰
入
金
に
よ
る
こ
と
な
く
、
収
支
の

均
衡
を
保
つ
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

◦
国
保
の
保
健
事
業
は
、
特
定
健
診
受
診
率
の

向
上
や
糖
尿
病
な
ど
の
重
症
化
予
防
の
推
進

に
よ
り
健
康
な
町
づ
く
り
に
向
け
て
実
施
す

る
こ
と
。

※
事
業
費
納
付
金
と
は
、
国
保
加
入
者
の
医
療

費
に
充
て
る
た
め
、
国
保
会
計
で
町
が
県
へ

納
め
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

▲答申書を提出する笠原会長（中央）と北島副会長（右）

●
人
に
優
し
い
道
路
網
の
整
備

　

地
区
か
ら
の
要
望
や
点
検
結
果
に
基
づ

き
、
道
路
の
改
良
や
拡
幅
、
橋
り
ょ
う
の
修
繕
、

消
雪
設
備
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

	

［
３
億
３
，７
４
４
万
４
千
円
］

●
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化

　

老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
公
共
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
朝
日
浄
化
セ
ン

タ
ー
と
織
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
、
機
械
や
電

気
設
備
の
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

	

［
３
億
２
，１
８
６
万
３
千
円
］

●
社
会
教
育
施
設
の
耐
震
化

　

災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
越
前
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
と
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
吊
り
天
井
の
耐
震
化
工
事
を
行
い
ま
す
。

［
８
，１
８
３
万
８
千
円
］

●
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化

　
津
波
、
高
潮
、
波
浪
に
よ
る
災
害
に
備
え
、

越
波
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
白
浜

（
城
崎
）
漁
港
の
離
岸
堤
を
改
良
し
ま
す
。　

	

［
４
，２
０
０
万
円
］

●
消
費
税
増
税
に
備
え
た
景
気
対
策

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
低
所
得
者
や

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
地
域
で

の
消
費
を
促
す
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
販
売
し
ま
す
。

	

［
１
，０
０
０
万
５
千
円
］

●
水
産
業
の
振
興

　
漁
獲
量
の
増
大
に
取
り
組
む
漁
業
経
営
体
を

支
援
す
る
た
め
、
定
置
網
の
改
良
や
底
曳
網
漁

船
の
建
造
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

	

［
６
，９
５
０
万
円
］

●
集
落
機
能
の
維
持
と
活
性
化

　

集
落
に
お
け
る
組
織
活
動
の
維
持
や
活
性

化
を
支
援
す
る
た
め
、
自
主
的
に
除
雪
作
業

を
行
う
組
織
の
設
立
を
促
し
、
そ
の
活
動
に

必
要
と
な
る
備
品
を
整
備
し
ま
す
。

	

［
１
，５
６
１
万
６
千
円
］

●
豊
か
な
観
光
資
源
の
活
用

　

越
前
海
岸
の
越
前
水
仙
群
に
つ
い
て
、
文

化
庁
の
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
を
め
ざ
し
、

そ
の
保
存
計
画
や
美
し
い
町
並
み
を
形
成
し

保
全
す
る
た
め
に
必
要
な
景
観
計
画
を
策
定

し
ま
す
。	
［
７
６
６
万
９
千
円
］

快
適
で
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

●
子
育
て
環
境
の
充
実

　

西
徳
寺
保
育
園
が
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行

す
る
こ
と
に
伴
い
、
国
・
県
の
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
、
園
の
移
転
新
築
に
要
す
る
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

	

［
１
億
５
，８
１
７
万
２
千
円
］

●
地
域
医
療
の
推
進

　
織
田
病
院
に
お
い
て
、
医
療
機
器
の
更
新
と

手
術
室
の
空
調
設
備
の
入
替
え
を
行
い
ま
す
。

	

［
５
，０
０
０
万
円
］

●
国
際
的
・
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
交
流

の
推
進

　

全
国
に
誇
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
場
を
拠
点
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
よ
る
競
技
力
や
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
と
意
欲
を
高
め
る
た
め
、

町
立
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
人
工
芝
の
張
替

え
を
行
い
ま
す
。

	

［
１
億
７
，３
２
９
万
８
千
円
］

●
通
学
支
援
と
公
共
交
通
の
利
用
促
進

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や
定
住
促

進
を
図
る
た
め
、
高
校
へ
の
通
学
に
公
共
交

通
を
利
用
す
る
学
生
に
対
し
、
定
期
券
の
購

入
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

	

［
３
，７
７
０
万
円
］

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
輝
き
豊
か
な
心
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
越
前
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
発
信

　

越
前
焼
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

利
用
促
進
や
若
手
後
継
者
の
育
成
、
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
な
ど
各
種
施
策
に
要
す
る
経
費
を

補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
土
産
品
の
量
産
体
制

を
構
築
し
、
生
産
額
の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

	

［
１
，５
７
９
万
２
千
円
］

●
行
政
拠
点
施
設
の
整
備

　
行
政
機
能
は
も
と
よ
り
、
防
災
拠
点
施
設
と

し
て
、
町
民
の
安
全
と
安
心
を
守
り
、
町
民
が

利
用
し
や
す
い
、
機
能
的
か
つ
環
境
に
配
慮
し

た
越
前
町
役
場
新
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

	

［
12
億
５
，３
３
６
万
円
］

●
公
共
施
設
の
合
理
化

　

越
前
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴

い
、
国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
4
地
区

の
旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
解
体
し
ま
す
。

	

［
１
億
３
，１
８
２
万
４
千
円
］

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課
☎
３
４‒

８
７
０
２

人
と
仕
事
の
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
個
性
を
活
か
し

交
流
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

持
続
可
能
な
健
全
行
財
政
の

ま
ち
づ
く
り

主
な
事
業

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

広報 えちぜん5 平成31年４月号
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えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s



マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー
ちなみに…
マイナンバーカードの申請率が、県内市町の中
で2位になりました。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、4月28日（日）です。
ご予約は、26日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

　
織
田
児
童
館
・
織
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
織
田
保
育
所
横
に
建
設
さ
れ
、
4
月
1
日

か
ら
開
所
し
ま
し
た
。
児
童
館
と
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
子
育
て
家
庭

の
相
談
・
交
流
を
支
援
し
ま
す
。

　

3
月
26
日
に
行
わ
れ
た
落
成
式
で
は
、
来

賓
・
関
係
者
な
ど
多
く
の
人
が
見
守
る
中
、
内

藤
町
長
の
式
辞
に
引
き
続
き
、
工
事
工
程
報

告
、
感
謝
状
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
館

　
児
童
の
遊
び
の
指
導
や
豊
か
な
心
を
育
む
行

事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
者　
0
歳
〜
18
歳
ま
で
の
児
童

　
利
用
時
間　
月
〜
土
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
〜
6
時

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
に
関
す
る
相
談
、
親
子
が
遊
べ
る
場

所
の
提
供
を
す
る
な
ど
、
親
子
の
情
報
交
換

や
仲
間
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広

報
え
ち
ぜ
ん
に
折
り
込
み
し
て
い
る
機
関
紙

「
ち
ょ
っ
ぽ
の
こ
」
で
は
3
か
月
ご
と
に
行
事

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者　
0
歳
〜
小
学
校
就
学
前
の
児
童

　
利
用
時
間　
月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
1
時

問
合
せ
先

　
織
田
児
童
館　
☎
３
６‒

２
２
３
２

織
田
児
童
館
・
織
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た

▲織田児童館▲遊戯室

　
2
月
25
日
、
鯖
江
市
嚮
陽
会
館
で
、
第
37
回

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
の
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
鯖
江
交
通

安
全
協
会
が
越
前
町
と
鯖
江
市
の
小
学
5
年
生

と
中
学
2
年
生
を
対
象
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

今
回
は
１
，０
９
７
点
の
応
募
の
中
か
ら
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
12
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

越
前
町
長
賞

　
田
中　
鈴
乃
さ
ん
（
織
田
小
）

　
森
下　
音
和
さ
ん
（
越
前
中
）

小
・
中
学
校
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル越

前
町
教
育
長
賞

　
藤
野
柊
太
朗
さ
ん
（
常
磐
小
）

　
佐
々
木　
稜
さ
ん
（
朝
日
中
）

鯖
江
警
察
署
長
賞

　
小
松　
姫
莉
さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
）

鯖
江
交
通
安
全
協
会
長
賞

　
佐
々
木
柚
月
さ
ん
（
織
田
小
）

男女共同参画・人権のとびら

　2月14日、越前町男女共同参審議会が開かれました。
　男女共同参画審議会は「えちぜん男女共同参画プラン」に基づき、今後さらに
男女共同参画社会の実現に向け、より効果的な施策を推進することを目的に開か
れています。
　今回の審議会では、平成30年度の年次報告書や平成31年度の事業計画につい
て、「若い世代より団塊の世代に
スポットを当てて事業を進めて
いくとよい」「地域全体で男女共
同参画を進めていく過程におい
て個人的な目配りも必要」といっ
たご意見をいただきました。
　今後も「認め合い男

ひ

女
と

の心を
つなぐまち」をコンセプトに、
地域や学校での気づき事業を始
め、老若男女がともに活躍する
まちを目指していきます。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

越前町男女共同参画審議会が開かれました

Vol.33

▲審議会の様子

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　

第
12
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
者
が
、
応
募
者
数
79
人
、
応
募
総
数

２
６
８
点
の
中
か
ら
25
点
が
選
定
さ
れ
、
敦

賀
市
の
山
岸
秀
之
さ
ん
の
「
夕
彩
」
が
グ
ラ
ン

プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
山
岸　
秀
之
（
敦
賀
市
）

優
秀
賞

　
四
季
の
絶
景
部
門

　
　
吉
田　
恭
章
（
石
川
県
）

　
越
前
大
自
慢
部
門

　
　
宇
野　
茂
子
（
福
井
市
）

準
優
秀
賞

　
四
季
の
絶
景
部
門

　
　
山
本　
順
也
（
鯖
江
市
）

　
越
前
大
自
慢
部
門

　
　
髙
橋　
豊
子
（
鯖
江
市
）

特
別
賞
・
団
体
賞

　
越
前
町
長
賞
　
　
　
　

　
　
髙
田
津
木
男
（
鯖
江
市
）

　
越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

　
　
橋
本　
八
郎
（
鯖
江
市
）

　
福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
賞

　
　
長　
　
武
彦
（
福
井
市
）

　
福
井
新
聞
社
賞

　
　
相
模
健
太
郎
（
福
井
市
）

入　
選

　
　
室
田　
　
昇
（
鯖
江
市
）

　
　
小
棹　
惠
治
（
鯖
江
市
）

　
　
増
田　
松
則
（
福
井
市
）

　
　
山
本　
未
来
（
石
川
県
）

第
12
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
徳
田　
夕
美
（
滋
賀
県
）

　
　
相
木　
普
雄
（
坂
井
市
）

　
　
前
田　
繁
雄
（
福
井
市
）

　
　
平
池　
光
子
（
鯖
江
市
）

　
　
髙
橋　
正
治
（
越
前
町
）

　
　
鈴
木　
薫
己
（
越
前
町
）

　
　
堀
川　
恭
司
（
福
井
市
）

　
　
橋
詰　
輝
己
（
奈
良
県
）

　
　
藤
野　
　
健
（
福
井
市
）

　
　
堀
川
あ
け
み
（
福
井
市
）

　
　
前
田
由
加
里
（
福
井
市
）

　
　
三
田
村
久
美
子
（
鯖
江
市
）

※
受
賞
作
品
は
、
え
ち
ぜ
ん
観
光

ナ
ビ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲グランプリ「夕彩」

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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問合せ先　総務課　☎34‒8700

（行政区順、敬称略）

町と町民の架け橋になっていただく平成31年度の区長が決まりました。	
各地区の区長は、次のみなさんです。よろしくお願いします。

新しい区長をご紹介します

地 区 会 長 孝　久　幸　一

地区副会長 佐　藤　光　宣

地区副会長 渡　邉　久　志

区　名 区　長　名

西 田 中 孝　久　幸　一

内 　 郡 河　内　　　昇

朝 　 日 佐々木　俊　朗

上 川 去 齊　藤　重　人

春 　 日 佐々木　一　郎

岩 　 開 来　田　秋　生

佐　々 生 藤　井　雅　夫

宇 　 田 青　山　光　宏

気 比 庄 酒　井　和　幸

田 　 中 笠　原　達　也

市 伊　藤　久　幸

乙 　 坂 千　秋　哲　夫

栃 　 川 早　苗　節　朗

天 　 王 木　下　久仁雄

宝 泉 寺 森　下　敏　夫

金 　 谷 吉　田　智　広

青 　 野 佐々木　俊　夫

頭 　 谷 藤　井　賢　一

茱 　 原 佐　藤　光　宣

境 　 野 山　口　隆　夫

横 　 山 五　島　利兵衞

牛 　 越 加　藤　博　雄

野 　 末 児　玉　　　正

大 　 畑 藤　崎　嘉　文

小 　 倉 青　山　達　行

葛 　 野 漆　﨑　賢　治

野 　 田 和　田　　　明

下 糸 生 松　山　文　雄

脇 渡　邉　久　志

大 谷 寺 水　島　政　雄

中 　 野 馬　谷　康　照

上 糸 生 前　田　彰　治

大 　 玉 桑　原　広　宣

清 　 水 渡　邉　照　夫

森 渡　辺　俊　之

杖 　 立 伊　藤　　　勉

小 　 川 前　田　洋一郎

真 　 木 木　村　秀　則

天 　 谷 野　村　晴　男

朝　日　地　区
地 区 会 長 山　本　一　夫

地区副会長 尾　城　治　幸

地区副会長 武　藤　壽　一

区　名 区　長　名

熊 谷 西　野　千　信

古 屋 寺　　　正　樹

増 谷 上　野　重　隆

小曽原 大区長 間　所　英　樹

小曽原 第1 山　内　邦　夫

小曽原 第2 佐々木　敏　和

小曽原 第3 籔内　市左ヱ門

江波 大区長 尾　城　治　幸

江波 第1 渡　辺　正　美

江波 第2 川　向　秀　一

江波 第3 上　野　豊　二

広 野 中　西　和　廣

蚊 谷 寺 武　田　一　也

樫津 大区長 武　藤　壽　一

樫津 第1 渡　辺　和　夫

樫津 第2 髙　島　光　典

八田新保 武　藤　幹　雄

舟 場 西　尾　義　幸

八 田 齋　藤　利　秀

陶の谷 総区長 山　本　一　夫

円 満 山　田　辰　雄

上 野 黒　田　典　宏

野 貴　田　淳　士

宇 須 尾 横　田　一　幸

大 谷 佐　藤　賢　一

蟬 口 山　下　重　一

寺 山　本　一　夫

宮　崎　地　区
地 区 会 長 桝　谷　桝　一

地区副会長 鶴　沢　滋　治

地区副会長 木　下　茂　強

区　名 区　長　名

玉 川 桝　谷　桝　一

血 ヶ 平 山　下　恒　和

左 右 小刀称　治　一

梨子ヶ平 滝　本　正　美

梅 浦 熊　坂　英　典

上 瀬 堂　埜　一　治

中 筋 鷹　巣　晃　順

下 側 梅　野　秀　一

上 側 橋　本　　　憲

鷺 崎 青　柳　隆　治

宿 小図子　俊　二

新 保 鶴　沢　滋　治

城 ヶ 谷 髙　松　　　壽

小 樟 川　上　和　弘

大 樟 小　平　　　進

道 口 木　下　茂　強

厨 河　井　文　夫

茂 原 岩　﨑　紳　二

白 浜 山　口　良　和

高 佐 松　本　啓　志

米 ノ 中　村　誠　治

午房ヶ平 嶽　　　　　茂

六 呂 師 石　田　和　也

越　前　地　区
地 区 会 長 向　　　孝　男

地区副会長 伊　部　雅　俊

地区副会長 橋　本　義　光

区　名 区　長　名

織田大区 鈴　木　金治郎

鎌 坂 駒　野　正　和

北 島　田　豊　治

東 嵐　　　康　祐

高 橋 山　塙　隆　夫

辻 橋　本　義　光

馬 場 武　市　敏　宏

上 野 水　嶋　幸　一

寺 家 森　下　義　弘

杉 の 花 田　中　孝　義

市 場 水　谷　英　一

堤 河　上　光　幸

平 等 左　近　晃　俊

下 河 原 友　廣　隆　治

矢 倉 奥　田　茂　一

中 宇　野　義　信

大 王 丸 石　田　建　夫

三 崎 河　上　重　春

打 越 向　　　和　彦

四 ッ 杉 向　　　孝　男

下 山 中 中　西　清　治

上 山 中 林　　　將　信

細 野 伊　部　宏　幸

岩 倉 伊　部　雅　俊

笹 川 渡　辺　新　一

桜 谷 伊　藤　由　郎

山 田 石　田　志　信

赤 井 谷 佐々木　邦　彦

入 尾 佐々木　佐　内

笈 松 佐々木　　　嵩

萩野の里 林　　　安　彦

脇 谷 伊　部　知　彦

丸 山 髙　松　秀　昭

西 ヶ 丘 伊　部　英　之

上 戸 杉　森　孝　行

織　田　地　区

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http：//www.fd-sabaenyu.jp/

最新車両紹介

　1月28日、鯖江消防署に配備されているはしご車が新しくなりました。
　はしごの長さは30m級で、はしごの先端が屈折することにより、屋
上にフェンスなどの障害物がある場合でも簡単に回避することができ、
救助作業の範囲が広がり、安全性が高まりました。
　また、はしごの先端に毎分最大2000ℓの大量放水が可能な電動放水
銃を搭載しています。

先端屈折式
30ｍ級はしご付消防自動車

平成30年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  2月16日～3月31日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課

越前町役場本庁舎建設（建築・電気設備）工事 西田中 1,998,000,000

㈱松田工務店・㈱キヨエイビルド・
タケウチ住建㈱・岬建設㈱ 越前町
役場本庁舎建設（建築・電気設備）
工事 特定建設工事共同企業体

監 理 課

越前町役場本庁舎建設（機械設備）工事 西田中 224,467,200
㈱大生・㈲細川電工・山中建設㈱ 
越前町役場本庁舎建設（機械設備）
工事 特定建設工事共同企業体

監 理 課

平成30年度  町道辻・上野２号線消雪施設整備事業機械電気設備工事 織 田 27,918,000 ㈲細川電工 建 設 課
平成30年度  町道栃川線道路改良工事（その１） 天 王 17,533,800 ㈱森下組 建 設 課
平成30年度  町道栃川線道路改良工事（その２） 天 王 16,318,800 西田中建設㈱ 建 設 課
平成30年度  町道辻・上野２号線消雪施設整備事業送水管敷設工事 織 田 9,720,000 ㈱ KiKi 建 設 課
平成30年度  町道辻・上野２号線消雪施設整備事業散水管敷設工事（その１） 織 田 16,848,000 オタ建設㈱ 建 設 課
平成30年度  町道辻・上野２号線消雪施設整備事業散水管敷設工事（その２） 織 田 16,696,800 ㈱ KiKi 建 設 課
平成30年度  都市再生整備計画事業消雪管路布設工事 気比庄 2,775,600 岬建設㈱ 定住促進課

最新の制振制御、
操作記憶装置を搭載
しており、より安全で、
迅速・確実な消防活動が
可能となりました。

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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多世帯同居住まい推進事業
　現在、住んでいる住宅の多世帯同居につながる改修工
事を行う場合に、工事費の一部を補助します。
対象住宅	 間取りの変更、バリアフリー化、台所・浴室な

どの改修を県内業者が施工する一戸建て住宅
※住宅（母屋）のはなれの新築（敷地内増築）

も対象になります。
補助金額	 最大90万円

多世帯近居住まい推進事業
　直系親族が住んでいる住宅の近くで、これから住宅を
建築または購入される場合に、費用の一部を補助します。
対象住宅	 一戸建て住宅（町が販売している分譲地に建

築する場合は対象になりません）
補助金額　	①住宅建設または新築住宅購入の場合
	 　最大30万円
	 ②中古住宅購入の場合
	 　最大50万円

※申請日時点で18歳以下の子どもと同居して
いる場合、【フラット35】の借入金利が5年
間0.25% 引き下げられる制度（【フラット
35】子育て支援型）が利用できます。

空き家住まい支援事業
　町の空き家情報バンクに登録されている空き家を購入
または賃貸する子育て世帯や移住者（県内に住所を有し
ていない人、県内に住所を有して2年を経過しない人な
ど）に、空き家の購入や改修にかかる費用の一部を補助
します。
補助金額	 購入・改修ともに最大50万円

福井の伝統的民家活用推進事業
　伝統的民家を保存し、地域づくりおよび景観づくりを
普及・促進するため、伝統的民家の改修工事にかかる費
用の一部を補助します。
対象住宅	 次の全てに該当する住宅

◦県から「ふくいの伝統的民家」として認定
を受けた住宅

◦耐震診断・改修プランの作成を行った住宅
◦外観の改修、構造体の改修、住宅に付属する

土蔵の外観や門、塀の改修などを行う住宅
補助金額	 伝統的民家群保存活用推進地区内
	 （江波区、内郡区、岩開区、佐々生区、
	 宇田区、中区の一部）	 最大300万円
	 推進地区外	 最大200万円

空き家等地域貢献活用支援事業
　地域の問題解決や活性化を図ることを目的に、NPO

法人または地域自治組織等の団体が、対象空き家を利用

し、当該事業で活用するためにリフォームする費用の一

部を補助します。

対象空き家	 越前町空き家情報バンクに登録されている

一戸建ての住宅

対　象　者	 NPO法人または、町内に事業の本拠を置き

5人以上で構成された地域に貢献する団体

対 象 経 費	 対象空き家の改修費用

	 （内装や外壁、水回りの改修など）

補 助 金 額	 対象となる改修費用の2/3

	 （最大100万円）

空き家等新規創業支援事業
　対象空き家を利用して、地域活性化を図ることを目的

に新規創業する個人または法人に対し、当該空き家の購

入費用・改修費用の一部を補助します。

対象空き家	 町の空き家情報バンクに登録されている一

戸建ての住宅

対　象　者	 対象空き家を購入または賃借し、地域活性

化をしようとする新規創業者または新規事

業展開者（個人・法人は問いません）

対 象 経 費	 対象空き家の購入費用、対象空き家の改修

費用

	 （内装や外壁、水回りの改修など）

補 助 金 額	 ①購入の場合

	 　購入費の1/2

	 　（最大50万円）

	 ②改修の場合

	 　対象となる改修費用の2/3

	 　（最大50万円）

木造住宅耐震化促進事業
　大規模地震から生命や財産を守るために実施する耐震
診断や補強プランの作成、耐震改修にかかる費用の一部
を補助します。

①一般診断　耐震診断・補強プラン作成
　福井県木造住宅耐震診断士が耐震性能を診断し、
具体的な耐震補強方法や概算費用などの簡易な補強
プランを作成します。
対象住宅	 昭和56年5月以前に着工された一戸建

ての木造住宅
個人負担額	 1万円

②伝統診断
　伝統的構法で建てられた住宅に適した耐震診断で
す。基礎のやり替えをせずに伝統的民家の耐震改修
ができる補強プランを作成しますので、改修費用の
軽減が見込まれます。

　伝統耐震診断・補強プラン作成
　伝統耐震診断士が耐震性能を診断し、具体的な耐
震補強方法や概算費用などの簡易な補強プランを作
成します。ただし、診断前に古民家鑑定と床下イン
スペクションを行っていただく必要があり、別途費
用がかかります。
対象住宅	 伝統的構法で建てられ、かつ建設後50年

が経過した一戸建て木造住宅
個人負担額	 23,760円

③耐震改修
対象住宅　◦耐震診断・補強プラン作成を行った住宅

で、診断の結果、上部構造評点が1.0未
満となる住宅

◦改修後の上部構造評点が1.0以上となる
住宅

◦工事監理を福井県木造住宅耐震診断士が
行う住宅

補助金額	 工事費の4/5（最大100万円）
※建築後50年を経過した住宅、または終

戦前の地域の伝統的民家の意匠を基調と
した住宅については、最大170万円です。

空き家等片付け支援事業
　対象空き家に残存する家財道具などの片付け費用の一

部を補助します。

対象空き家	 越前町空き家情報バンク登録物件または登

録する物件

対　象　者	 物件所有者、物件所有者からの承諾を受け

た人

対 象 経 費	 ごみ収集や運搬費、一般廃棄物処理費、特

定家庭用機器リサイクル費、遺品整理作業

費、家財道具等の処分委託費など

補 助 金 額	 対象となる経費の1/2

	 （最大5万円）

空き家等除却支援事業
　老朽危険空き家などの解体を促進し、安全で安心の暮

らしの確保と地域の住環境の向上を図ることを目的に、

老朽危険空き家を解体撤去する人を対象に、その経費の

一部を補助します。

対象空き家	 特定空き家等、老朽危険空き家であり、そ

のほか町の条件をすべて満たすもの

対　象　者　◦物件所有者（当該空き家の管理または処

分に関し、所有権その他正当な権利を有

する人）

◦物件所有者の法定相続人で解体をしよう

とする人

対 象 経 費	 対象物件の解体工事費用（残置物の処分費、

各種申請手数料、その他諸経費は対象外）

補 助 金 額	 工事費の1/2（最大50万円）

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

　必ず定住促進課と事前協議が必要です。調査
の結果、補助対象とならない場合がありますの
でご了承ください。
　11月末日が申請の〆切です。

住宅の改修・購入を補助します空き家等対策の補助制度

空き家等対策の補助を
受けるための注意点

　募集期間を4月8日（月）から8月30日（金）とします
ので、この期間内に申請書を提出してください。受付は
先着順とします。申込件数が予算枠に達した場合は受付
終了となりますのでご了承ください。
　なお、いずれの補助事業も、着工前に申請する必要が
あります。町の補助金の交付決定前に着工した場合は、
補助対象になりませんので、ご注意ください。

住宅改修・購入補助を
受けるための注意点

町からのお知らせ
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国民健康保険税の税率が変わります

町の国民健康保険の現状2

　平成30年10月1日現在の国保加入者
数は、平成29年度と比べると約4％減少
しています。
　減少している主な要因は、国保から他
の社会保険へ加入する人が増えてきてい
ることです。
　今後も、国保加入者数は減少する傾向
にあります。

　平成30年度の医療費は、国保加入者が
減少傾向にあるものの、高額医療費の増加
や国保加入者の高齢化により、平成29年
度と比べると約4％増加する見込みです。
　平成30年度の国保加入者１人あたりの
医療費は約432千円で、平成29年度と比
べると約8% 増加する見込みです。
　医療費は、国保加入者の高齢化や消費
税増税に伴う診療報酬の改定などにより、
今後も増加する傾向にあります。

　平成30年度の国保税（現年課税分）は、
国保税の税率改正を行ったことで、平成
29年度と比べると1人あたり約2,500円
増加する見込みです。
　しかし、国保から他の社会保険への加
入のよる国保加入者の減少や年金生活者
などの年齢が高く所得が低い高齢者の増
加傾向により、今後も国保税は、減少す
る傾向にあります。

国保加入者の推移

平成26年度平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

（H30.10.1）加入世帯数 加入者数

5,187 4,984 4,771

3,065 3,019 2,959 2,920 2,842 2,763

5,522 5,375

4,561

単位：世帯、人
国保医療費の推移

平成26年度平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
（見込み）

1,750,000

1,800,000

1,850,000

1,900,000

1,950,000

2,000,000

1,910,418

1,831,387

1,906,229 1,902,435 1,906,692

1,974,553
単位：千円

国保税収入額（現年課税分）の推移

平成26年度平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
（見込み）

400,000

410,000

420,000

430,000

440,000

450,000

460,000

470,000

441,034

461,318

441,330

452,230

432,162
424,210

単位：千円

税率の改正1
　これからも国民健康保険を維持し、
加入者のみなさんの健康と生活を守る
ため、国民健康保険税（以下、国保税）
の税率を見直し、平成31年度から改
正します。
　国保加入者のみなさんには、これま
で以上の税負担をお願いすることにな
りますが、医療費は、国保加入者のみ
なさんに納めていただいている国保税
で確保されていますので、ご理解をお
願いします。

区　　　分 平成31年度 平成30年度 増減

医 療 保 険 分

所得割 6.6％ 6.3％ 0.3％
資産割 ※6.0％ 12.5％ △6.5％
均等割 28,700円 28,000円 700円
平等割 21,400円 21,400円 −

後 期 高 齢
者 支 援 分

所得割 1.7％ 1.35％ 0.35％
資産割 ※ − 3.0％ △3.0％
均等割 7,800円 6,500円 1,300円
平等割 5,800円 5,000円 800円

介護保険分
※40 〜 64歳の
　加入者のみ

所得割 1.5％ 1.2％ 0.3％
資産割 ※ − 2.5％ △2.5％
均等割 9,500円 8,200円 1,300円
平等割 5,000円 4,300円 700円

※固定資産税により賦課される資産割は、縮小または廃止します。

国保税の税率改正の理由3
　国保税の税率は、平成30年度に国保会計の収支不足（赤字）が見込まれたことから引き上げました。
　しかし、国保加入者の減少や年金生活などの所得が低い高齢者の増加により国保税が減っています。
　一方、国保加入者の高齢化や医療技術の高度化などにより、医療費が増えています。また、「町が県へ納める事業費納付金」
が、医療費の増加により平成30年度と比べ大幅に増えることになりました。
　このような中で、平成31年度の国保会計は、現在の税率では収支不足（赤字）となることが見込まれるため、国保税の
税率を引き上げることになりました。
　国保会計は、国保税・県支出金などでまかなわなければなりませんが、国保税の税率改正にあたっては、収支不足（赤字）
見込額の一部に、一般会計から国保会計に
税金を入れて、国保加入者のみなさんの国
保税の負担緩和に配慮しました。町民のみ
なさんのご理解をお願いします。

平成31年度 平成30年度 増　加　額 増　加　率

6億706万円 5億2,966万9千円 7,739万1千円 14.6%

町が県へ納める事業費納付金

国民年金保険料のお知らせ
　国民年金保険料（月額）は、平成31年度が16,410円、平成32年度が16,540円です。保険料をまとめて支払う前納
制度を利用していただくと、保険料が割り引きされ、お得になります。

前納のお申し込み
　前納制度を利用するには、年金事務所にお申込みが必要です。詳しくは、日本年
金機構ホームページをご覧いただくか、最寄の年金事務所にお問い合わせください。
日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

問合せ先
武生年金事務所　☎23‒1126
健康保険課　　　☎34‒8710

平成31年度 1か月分 6か月分 1年分 2年分 口座振替日
毎月納付

（現金納付・口座振替） 保 険 料 額 16,410円 98,460円 196,920円 395,400円 翌月末　4月分　→　5月末日

現
金
納
付

6か 月 前 納
保 険 料 額 － 97,660円 － －
割 引 額 － 800円 － －

1 年 前 納
保 険 料 額 － － 193,420円 －
割 引 額 － － 3,500円 －

2 年 前 納
保 険 料 額 － － － 380,880円
割 引 額 － － － 14,520円

口
座
振
替

毎月振替 
（当月末振替） 保 険 料 額 16,360円 98,160円 196,320円 －

当月末　4月分　→　4月末日
【早　　  割】 割 引 額 50円 300円 600円 －

6か 月 前 納
保 険 料 額 － 97,340円 － － 上期（ 4 月～ 9 月分） 

　　　　　　　   →　 4 月末日

割 引 額 － 1,120円 － － 下期（10月～翌年3月分） 
　　　　　　　   →　10月末日

1 年 前 納
保 険 料 額 － － 192,790円 －

4 月〜翌年 3 月分　→　4月末日
割 引 額 － － 4,130円 －

2 年 前 納
保 険 料 額 － － － 379,640円

4月〜翌々年3月分　→　4月末日
割 引 額 － － － 15,760円

　
平
成
31
年
度
か
ら
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
の
中
で
、
比
較
的
軽
度
の
人
の
自
宅

で
の
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
す
る
た
め
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
買
い
物
に
付
き
添
っ
て
、
お
手
伝
い

を
す
る
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

介
護
保
険
の
要
支
援
1
・
2
ま
た
は
事
業
対

象
者
（
※
）
の
認
定
を
受
け
て
在
宅
で
生
活

し
て
い
る
人
の
う
ち
、
次
の
要
件
す
べ
て
を

満
た
す
人

①
自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い
人
で
、
同
居

の
家
族
も
運
転
が
で
き
な
い
人

②
親
族
の
協
力
を
得
る
の
が
難
し
い
人

※
事
業
対
象
者
と
は
、
日
常
生
活
の
様
子
や

身
体
機
能
、
栄
養
状
態
、
外
出
頻
度
な
ど

を
確
認
す
る
25
項
目
の
質
問
で
要
介
護
や

要
支
援
と
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ

れ
た
人
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容

自
宅
を
出
発
し
て
か
ら
帰
宅
す
る
ま
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
買
い
物
に
付
き
添
っ
て
お
手
伝

い
し
ま
す
。

◦
移
動
販
売
車
を
含
む
町
内
の
店
舗
で
の
買

い
物
に
限
り
ま
す
。

◦
買
い
物
の
送
迎
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。移
動
に
車
が
必
要
な
場
合
は
、

公
共
交
通
機
関
や
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
バ
ス
な
ど

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。

利
用
料
金

　
1
回　
千
円

◦
交
通
費
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
分
も
含
め
、

別
途
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て

買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
6
月
1
日
か
ら
提

供
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
利
用

者
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
越
前

町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
健
康
保
険
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
、
利
用
者
の
買
い

物
に
付
き
添
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容　
　

利
用
者
の
ご
自
宅
か
ら
一
緒
に
出
発
し
て
、

移
動
中
の
補
助
や
商
品
の
持
ち
運
び
な
ど
買

い
物
を
し
て
帰
宅
す
る
ま
で
の
付
き
添
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
保
障
に

加
入
し
ま
す
。

◦
付
き
添
い
回
数
に
応
じ
た
謝
礼
品
を
お
渡

し
ま
す
。

問
合
せ
先　

　
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
３
４‒

２
３
８
８

　
健
康
保
険
課

　
　
☎
３
４‒

８
７
１
０

町からのお知らせ

広報 えちぜん13 平成31年４月号
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口
座
振
替
と
は

　
町
税
な
ど
を
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り

替
え
て
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。
納
期
ご

と
に
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
口
座
振
替
は
、
廃
止
を
し
な
い
限
り
翌
年
度

以
降
も
自
動
継
続
と
な
り
ま
す
。 

利
用
で
き
る
町
税
な
ど（
カ
ッ
コ
内
は
担
当
課
）

・
町
県
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
（
税
務
課
）

・
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
健
康
保
険
課
）

・
上
下
水
道
使
用
料
（
上
下
水
道
課
）

・
保
育
料
（
福
祉
課
）

・
住
宅
使
用
料
（
定
住
促
進
課
）

取
扱
金
融
機
関

福
井
銀
行
、
福
井
信
用
金
庫
、
越
前
丹
生
農

業
協
同
組
合
、
北
陸
銀
行
、
福
邦
銀
行
、
北

陸
労
働
金
庫
、
福
井
県
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
日

・
町
県
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料

　
各
納
期
月
末
日
（
12
月
は
25
日
）

・
上
下
水
道
使
用
料

　
毎
月
末
日
（
12
月
は
25
日
）

・
保
育
料
、
住
宅
使
用
料

　
毎
月
25
日

※
口
座
振
替
日
が
土
日
・
祝
日
の
と
き
は
、

翌
営
業
日
に
振
替
さ
れ
ま
す
。

※
上
下
水
道
使
用
料
の
み
振
替
日
に
振
替
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
15
日
に
再
振

替
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
手
続
き

　
手
続
き
に
は
預
金
通
帳
と
通
帳
届
け
出
印
が

必
要
で
す
。
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を

記
入
押
印
し
、
取
扱
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
会
計
課　
☎
３
４‒

８
７
０
６

　
ヤ
フ
ー
公
式
ア
プ
リ
の
「
バ
ー
コ
ー
ド
読
み

取
り
機
能
」
で
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
お
支
払
い
が
で
き

ま
す
。
24
時
間
い
つ
で
も
支
払
え
、
手
数
料
は

一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
ご
利
用
に
は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
マ
ネ
ー
へ
の

登
録
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
い
使
い
方
は
、
ガ
イ
ド
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
町
税
な
ど（
カ
ッ
コ
内
は
担
当
課
）

・
町
県
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

　
国
民
健
康
保
険
税
（
税
務
課
）

・
介
護
保
険
料
（
健
康
保
険
課
）

・
上
下
水
道
使
用
料
（
上
下
水
道
課
）

・
住
宅
使
用
料
（
定
住
促
進
課
）

問
合
せ
先　
会
計
課　
☎
３
４‒

８
７
０
６

ヤ
フ
ー
公
式
ア
プ
リ
で
町
税
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
納
付
で
き
ま
す

ヤフー公式アプリのホーム画面右下の「その他」メニュー内にある
「バーコード読み取り」をタップしてカメラを起動してください。

はじめてでも、3ステップで納付完了！

1
払込票のバーコード
情報を読み取る

2
銀行口座の登録
などを行う

3
納付内容を確認し
添付する

初回のみ！

※2回目以降は、登録済みの銀行口座から納付いただけます。
※ご利用可能な端末環境はガイドページをご確認ください。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
民
間
有
識
者
で
す
。
み
な
さ
ん
が
行
政

に
対
し
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
要
望
、
ま
た

は
苦
情
な
ど
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
4
月
1
日
付
で
、
次
の
2
人
が
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
。

　
冨
田　
一
茂 

氏
（
北　
区
）

　
来
田　
秋
生 

氏
（
岩
開
区
）

町
の
行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

幹
部
候
補
生　

一
般
（
男
・
女
）
受
験
資
格

大
卒
程
度
試
験

　
22
～
25
歳
で
、
大
卒
（
見
込
含
む
）

※
修
士
過
程
修
了
者
な
ど
（
見
込
含
む
）
は

27
歳
ま
で

院
卒
者
試
験

　
20
～
27
歳
で
修
士
過
程
修
了
者
等

　
（
見
込
み
含
む
）

歯
科
・
薬
剤
科
（
男
・
女
）
受
験
資
格

　
20
～
29
歳
で
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
む
）

　
（
薬
剤
科
は
20
～
27
歳
）

受
付
期
間

　
5
月
1
日
㈫
ま
で

誇
り
を
胸
に　
平
成
31
年
度
自
衛
官
募
集

一
般
曹
候
補
生　

受
験
資
格

　
18
～
32
歳

予
備
自
衛
官
補

　
一
般
（
男
・
女
）
受
験
資
格

　
18
～
33
歳

技
能
（
男
・
女
）
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
保
有
者

　
※
資
格
に
よ
り
年
齢
の
上
限
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

　
4
月
12
日
ま
で

問
合
せ
先

　
自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部

　
越
前
地
域
事
務
所

　
　
☎
２
２‒

６
１
３
９

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自
分
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
町
内
の
他
の
土
地

や
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期　
間　
4
月
1
日
〜
5
月
7
日

　
　
　
　
（
土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く
）

時　
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

場　
所　
税
務
課

縦
覧
で
き
る
人

町
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
に
か
か
る
固

定
資
産
税
の
納
税
者
ま
た
は
、
そ
の
代
理
人

固
定
資
産
価
格
等
縦
覧
簿
の
縦
覧
の
お
知
ら
せ手

数
料　
無
料

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

・
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）。
顔
写
真

付
き
で
な
い
も
の
の
場
合
に
は
2
点
以
上

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

・
印
鑑

・
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

問
合
せ
先　
町
長
公
室　
☎
３
４‒

８
７
２
８

　平成30年1月から12月までに締結（公告）された10アールあたりの田（水稲）の賃借料水準は、表のとおりです。
　この情報は、農地法に基づいた賃借料決定の参考として提供するものなので、実際の契約は、貸し手と借り手の
両者でよく協議したうえで締結してください。

農地の賃借料情報

地　　区　　名 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） データ数（筆） 備　　　　　考

朝日地区

朝日地区 7,900 12,000 5,000 231 無償（0円）　    2筆

常磐地区 ― ― ― ― 無償（0円）　  75筆

糸生地区 5,600 6,000 3,000 56 無償（0円）　    7筆

宮崎地区　 7,800 10,000 3,000 61 無償（0円）　140筆

越前地区
四ヶ浦地区 ― ― ― ―

城崎地区 ― ― ― ―

織田地区
織田地区 ― ― ― ― 無償（0円）　102筆

萩野地区 ― ― ― ―

町　　平　　均 7,500 12,000 3,000 348 無償（0円）326筆（全体の48.0%）

※「―」は、該当データがありません。
※データ数が5件未満となる場合には、必要データ数を満たさないため記載してありません。
※金額は算出結果100円未満を四捨五入しています。
※賃借料が物納支給（水稲）の場合は、60kg 当たり12,000円に換算しています。

問合せ先　越前町農業委員会（農林水産課内）　☎34‒8704

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
住
民
票
な
ど
の
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
停
止
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期　
　
日

　
4
月
1
日
㈪
、
18
日
㈭
、
19
日
㈮
、
20
日
㈯

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ停

止
す
る
サ
ー
ビ
ス

　
1
日
、
18
日

・
税
証
明
の
交
付
サ
ー
ビ
ス

　
19
日
、
20
日

・
住
民
票
の
写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、戸
籍
、

戸
籍
の
附
票
、
税
証
明
の
交
付
サ
ー
ビ
ス

　
・
本
籍
地
へ
の
戸
籍
証
明
交
付
利
用
登
録
申
請

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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作業区分 標準料金
（10a あたり、税抜） 摘　　要

耕 起・代 か き 14,200円 耕起1回
代かき2回

田
　
植

田 植 機
（側条施肥機） 8,100円 苗代・肥料代

は含まない

収　

穫
コンバイン 15,600円 生産物の運搬

費は含まない

圃場条件 標準料金加算の目安

おおむね
30a 以上 標準料金

おおむね
30a 未満 標準料金に5 〜 10% 加算

おおむね
20a 未満 標準料金に10 〜 20% 加算

おおむね
10a 未満 標準料金に20 〜 30% 加算

　
平
成
31
年
度
の
町
の
農
作
業
（
稲
作
）
標
準

料
金
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
料
金
は
農

作
業
受
委
託
契
約
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
目
安
と

な
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
毎
年
見
直

農
作
業
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

し
を
行
い
ま
す
。
料
金
表
を
参
考
に
地
形
や
圃ほ

場
条
件
な
ど
を
踏
ま
え
て
当
事
者
間
で
話
し
合

い
に
よ
り
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
農
林
水
産
業
課　
☎
３
４‒
８
７
０
４

　
町
で
は
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
そ
の
他

の
児
童
、
生
徒
、
社
会
人
の
み
な
さ
ん
が
全
国

大
会
に
出
場
す
る
た
め
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
町
に
住
所
を
有
す
る
者

②
大
会
実
施
要
項
に
基
づ
き
、
登
録
し
た
選

手
、
監
督
、
コ
ー
チ

越
前
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
補
助
金
の
お
知
ら
せ対

象
と
な
る
大
会

①
県
大
会
な
ど
の
予
選
会
を
通
過
し
出
場
す

る
北
信
越
規
模
以
上
の
大
会

②
県
以
上
の
競
技
団
体
で
推
薦
さ
れ
、
代
表
と

し
て
出
場
す
る
北
信
越
規
模
以
上
の
大
会

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
３
０

　
雨
田
光
平
記
念
館
の
春
の
展
示
で
は
「
花
と

う
つ
わ
展
」
と
題
し
て
、
昔
か
ら
様
々
な
形
で

作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
題
材
で
あ
る
花

を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
と
、
花
を
飾
る
際
に
必

要
な
器
と
し
て
越
前
焼
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会　
　
期

　
4
月
2
日
㈫
〜
6
月
16
日
㈰

雨
田
光
平
記
念
館　
春
の
展
示
開
催
の
お
し
ら
せ

休
館
日

　
毎
週
月
曜
日
（
4
月
29
日・5
月
6
日
の
ぞ
く
）

　
5
月
7
日
㈫

開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

※
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

観
覧
料

個
人
１
０
０
円

　
※
20
人
以
上
の
団
体
は
、
2
割
引

共
通
券
２
０
０
円

※
織
田
文
化
歴
史
館
も
見
学
で
き
ま
す

※
中
学
生
以
下
70
歳
以
上
の
人
は
、
受
付
で

年
齢
の
わ
か
る
も
の
を
ご
提
示
の
上
、
申

し
出
て
い
た
だ
く
と
無
料
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

　
茅
の
葺
替
工
事
は
た
ま
に
あ
り
ま
す
が
、
既

存
茅
を
残
し
て
新
た
な
茅
を
差
し
込
む
改
修（
差

茅
）
は
あ
ま
り
目
に
し
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
の

機
会
で
す
の
で
、
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
、
囲
炉
裏
の
横
で
休
憩
で
き
ま
す
。

日　
　
時　
4
月
6
日
㈯　
午
後
1
時
〜
4
時

　
※
時
間
内
に
随
時
10
分
程
度
説
明
し
ま
す

会　
　
場　
相
木
家
住
宅
（
小
曽
原
26‒

44
）

参
加
費　
無
料

用
意
物　
足
場
に
上
っ
て
見
学
し
た
い
人
は

汚
れ
て
も
大
丈
夫
な
服
装
と
歩
き

や
す
い
靴
で
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
ご
用
意
く
だ
さ
い

協　
　
力　
美
山
茅
葺
株
式
会
社

問
合
せ
先

　
ふ
く
い
ヘ
リ
テ
ー
ジ
協
議
会
事
務
局　
尾
野

　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

１
４
６
４

重
要
文
化
財
「
相
木
家
住
宅
」
茅
葺
補
修
工
事
見
学
会
の
お
し
ら
せ

▲重要文化財　相木家住宅

　
今
年
も
、「
ペ
ッ
ト
ボ
タ
ル
」
を
使
っ
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
水
仙
岬
の
か
が
や

き
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
4
回
目
に
な
る
今
年
は
、
昨
年
同
様
「
ペ
ッ

ト
ボ
タ
ル
」を
約
1
万
6
千
個
設
置
し
て
い
て
、

越
前
岬
の
高
台
一
面
に
、
凛
と
輝
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

水
仙
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

期　
　
間　
5
月
26
日
㈰
ま
で

場　
　
所　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

入
場
料　
無
料

ペ
ッ
ト
ボ
タ
ル
と
は

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
組
み

込
ん
だ
も
の
で
、
昼
の
太
陽
光
で
充
電
し
、
日

水
仙
岬
の
か
が
や
き
２
０
１
９

没
後
に
自
動
で
点
灯
し
ま
す
。
30
分
お
き
に
色

を
変
え
な
が
ら
約
4
時
間
輝
き
ま
す
。（
見
ご

ろ
は
、
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30
分
）

問
合
せ
先　
商
工
観
光
課　
☎
３
４‒

８
７
２
０

　
丹
生
高
校
写
真
部
で
は
、
こ
の
た
び
6
回
目

の
写
真
部
写
真
展
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「N

yu Tw
ilight

」で
す
。

夕
暮
れ
時
の
優
し
い
時
間
帯
の
写
真
を
集
め
た

写
真
展
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
に
入
賞
し
た

作
品
も
展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

会　
　
期　
4
月
4
日
〜
30
日

　
　
　
　
　
（
土
日
、
祝
日
は
除
く
）  

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

場　
　
所　
朝
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　
丹
生
高
等
学
校

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

０
０
２
７

第
6
回
丹
生
高
校
写
真
部
写
真
展

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は　

　
（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
と
損
害
保
険

各
社
が
協
力
し
た
制
度
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
だ
け
で
な
く
、
文
化
・
社
会

教
育
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
含
め
た
団

体
活
動
と
往
復
中
の
傷
害
事
故
、
賠
償
責
任
事

故
な
ど
が
補
償
の
対
象
で
す
。

　
万
が
一
に
備
え
て
、
団
体
員
や
指
導
管
理
者

の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う

に
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

保
険
期
間

　
4
月
1
日
〜
翌
年
3
月
31
日

掛　
　
金

　
８
０
０
円
～
１
，８
５
０
円

※
活
動
内
容
や
年
齢
に
よ
っ
て
加
入
区
分
と
掛

金
が
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1
分
で
わ
か
る

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
（
動
画
）

問
合
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
３
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

小さな掛金、大きな補償

スポーツ安全保険 Ⓡ
賠償責任保険傷害保険 突然死葬祭費用保険

　 名以上の団体・グループで
ご加入ください。

団体・グループでの活動中の事故／往復中の事故
2019年4月1日午前0時から2020年3月31日午後12時まで（申込受付は2019年3月から）

補償内容は、加入区分によって異なります。詳しくは、ホームページなどをご覧ください。
（例）A1・A2・C区分の方は、死亡2,000万円、後遺障害最高3,000万円

掛金（1人年額800円～1,850円）は、活動内容・年齢によってご選択いただく加入区分ごとに異なります。

対象となる事故

保険期間

補償内容

掛金
ただし、危険度の高いスポーツを補償するD区分は11,000円

電話受付時間　午前8時30分～午後5時15分（日、月、祝日を除く。）

〒918-8027 福井市福町3-20福井県支部
0776-34-2719

〈（公財）福井県スポーツ協会内〉

町ホームページで町内事業所の
求人情報を掲載しています。越前町おしごと案内板

I n f o r m a t i o nえちぜん
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春くれば祖母の思い出よもぎ餅	 嵐　喜美枝
温泉で裸つきあい八十路坂	 笹下　利行川 柳

　

今
年
も
町
民
軟
式
野
球
大
会
を
開
き
ま
す
。

野
球
を
プ
レ
ー
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
で
楽

し
く
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

日　
　
時

　
5
月
26
日
㈰　
午
前
9
時
～

場　
　
所

　
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格

町
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
15
歳

以
上
の
人
で
編
成
さ
れ
る
監
督
を
含
む
選
手

10
人
か
ら
20
人
の
チ
ー
ム
。

た
だ
し
、
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
い
る
学

生
は
、
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

第
14
回
越
前
町
民
軟
式
野
球
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
募
集

参
加
費

　
1
チ
ー
ム　
千
円

競
技
方
法

町
内
4
地
区
の
対
抗
戦
と
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
7
回
戦
で
お
こ
な
い
ま
す
。

申
込
方
法

事
務
局
に
設
置
の
所
定
の
参
加
申
込
用
紙
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

申
込
期
限

5
月
10
日
㈮

問
合
せ
先

越
前
町
軟
式
野
球
協
会
事
務
局

（
㈲
佐
々
木
隆
文
堂
内
）
高
島
隆
治

☎
０
９
０‒

２
８
３
３‒

２
５
８
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
６‒

０
６
６
０

親
子
で
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
作
り

　
親
子
で
楽
し
め
る
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
開
き
ま

す
。
今
回
は
「
イ
ー
ス
タ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
卵

型
の
杉
板
に
カ
ラ
フ
ル
に
彩
ら
れ
た
木
の
実
や

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
可
愛
く
飾
り
ま
す
。

会　
　
期　
3
月
21
日（
木・祝
）〜
4
月
21
日
㈰

時　
　
間　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

場　
　
所　
植
物
館
1
階　
休
憩
室

参
加
費　
５
０
０
円
（
入
園
料
別
）

植
物
の
香
り
不
思
議
展

　
植
物
は
種
類
に
よ
っ
て
様
々
な
香
り
を
も
っ
て

い
ま
す
。
植
物
の
香
り
を
楽
し
む
展
示
会
で
す
。

会　
　
期　
4
月
27
日
㈯
〜
5
月
6
日
㈪

場　
　
所　
植
物
館
1
階　
第
1
研
修
室

参
加
費　
無
料
（
入
園
料
別
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
お
祭
り
広
場

　
植
物
館
前
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
を
お
祭
り
広

場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
焼
き
そ
ば
や
焼
鳥
な

ど
の
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
、
射
的
や
輪
投
げ
の
屋

台
が
並
び
ま
す
。
ま
た
、
植
物
園
に
ご
入
場
い

た
だ
い
た
人
に
は
、
屋
台
で
ご
利
用
で
き
る
お

祭
り
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
5
月
4
日
㈯
・
5
月
5
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

場　
　
所　
植
物
館
前
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場

参
加
費　
無
料

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
春
の
イ
ベ
ン
ト

入
園
料　
一　
般　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

▲お祭り広場の様子

　
越
前
町
婦
人
福
祉
協
議
会
で
は
、
結
婚
を
望

む
人
を
支
援
す
る
た
め
に
結
婚
相
談
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
に
は
、
越
前
町
婦
人
福

祉
協
議
会
の
結
婚
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

日　
時　
第
1
・
2
・
3
月
曜
日

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
　
　
　
第
4
日
曜
日

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　
所　
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

相
談
の
流
れ

①
相
談
に
来
ら
れ
た
際
に
、自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
な
ど
を
登
録
し
ま
す
。

②
相
手
の
登
録
票
を
見
て
、
自
分
に
あ
っ
た

結
婚
の
お
相
手
探
し
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

人
を
選
び
相
談
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

③
双
方
の
申
し
込
み
の
希
望
が
一
致
し
た
と

き
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
相
談
員
は
常
駐
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
相
談

日
以
外
の
お
電
話
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
越
前
町
婦
人
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
３
８
８

午後7時～

「おかあさんありがとう」

6/2（日）

6/2（日）

同時開催（打ち上げは13日
午後7時～）。

（13日のみ）

受付　午前10時～午後6時
企画展

どろぼとけ
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みんな集まれ陶芸村だより



網み業で一本の糸夢を編む	 富田コズエ
手も足も寿命ものばす極楽湯	 渡辺　照子川 柳思い出の海亡父が優しく笑ってる	 松村　典子

アルバムの思い出過去を引き起こす	 武藤　久子川 柳

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第42回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

　麻しん風しん混合ワクチンは、1歳児に1回接種しますが予防効果を高めるため、就学前に2回目
の接種をします。
対 　 象 　 者	 年長児相当（平成25年4月2日〜平成26年4月1日生）
接 種 期 間	 4月1日〜 3月31日
	 ※接種期間を過ぎると全額自己負担（1万円ほど）になります。
接 種 場 所	 町内の指定医療機関（1週間前に要予約）

※県内の広域的予防接種を行う指定医療機関で受けることができます。
　詳しくは町のホームページでご確認ください。

自 己 負 担 金	 無料
持 　 ち 　 物	 予診票、母子健康手帳、子ども医療費受給資格者証や健康保険証

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　風しん予防接種または麻しん風しん混合予防接種をした人に費用の一部を助成します。
対 　 象 　 者	 平成2年4月1日以前に生まれ、接種日に町内に住所があり、①〜③のいずれかに

該当する人で、過去にこの助成を受けたことがない人
	 ①妊娠を希望している女性　
	 ②妊娠を希望または妊娠している女性の夫（※）　
	 ③風しん抗体陰性の妊婦の同居家族（※）
接 種 期 間	 4月1日〜 3月31日
受 付 場 所	 子育て世代包括支援センター
助 成 金 額	 MR（麻しん風しん混合）ワクチン　6,000円
	 風しんワクチン　　　　　　　　　  3,000円
申請時の必要書類	 ①領収書の原本　②予防接種済証の写し　③通帳の写し　
	 ③に該当する人は、母子健康手帳をご持参ください。
※昭和37年4月2日〜昭和54年4月1日の間に生まれた男性は、自己負担なしで風しんの抗体検査

と予防接種を実施することができます。
	 詳しくは、5月の広報えちぜんでお知らせします。

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　肺炎で一番多い病原菌は、｢肺炎球菌｣ です。肺炎球菌ワクチンを接種しておくと、肺炎の予防や
肺炎にかかっても軽い症状ですむ効果が期待されます。今年度の接種費用助成対象者に、通知（予
診票兼接種券）をお送りしましたので、体調の良いときにお受けください。
対 　 象 　 者	 ①2019年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳以上になる人

②60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能障害またはヒト
免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害を有する人で身体障害者手帳1級の人（該
当する人は申請してください）。

接 種 期 間	 4月1日〜 3月31日
※通知が届いた人でも、過去に高齢者用肺炎球菌ワクチンを接種したことのある人

は、定期接種対象外となります。
自 己 負 担 額	 4,000円
接 種 場 所	 福井県内の指定医療機関

※入院、入所などの理由により福井県内指定医療機関で受けることができない人は、
健康保険課までお問い合わせください。

問合せ先　健康保険課　☎34–8710
問合せ先　健康保険課　☎34–8710

麻しん風しん混合ワクチン予防接種（MR2期）のお知らせ

成人の風しん予防接種費用を助成します

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ

国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者のみなさんへ　人間ドックのお知らせ

　ご自身の健康状態をチェックし、生活習慣病・がんなどの予防、早期発見、早期治療や健康増進
のため、人間ドックの受診費用を助成します。受診費用の助成金は、1人につき1年度に28,000円
です。受診回数は、1人につき1年度に1回です。
　人間ドックの受診を希望される人は、健康保険課に申込みにお越しください。

人間ドック助成対象者

①30歳以上の国民健康保険の加入者（平成2年4月1日以前生まれ）
②後期高齢者医療保険の加入者

上記①・②のいずれかの人で、国民健康保険税と後期高齢者医療保険料をすべて納めている世帯の
人です。

※特定健診または後期高齢者健診と人間ドックの両方は受診できません。
※受診日に職場の健康保険などに加入しているときは、人間ドック受診費用の助成を受けることが

できません。後日加入していることが判明したときは、助成金を町に返還していただきます。

人間ドック指定健診機関と受診費用

指 定 健 診 機 関 本来の自己負担額 助成後の自己負担額 検査内容

織 田 病 院 36,000円 8,000円
特定健診
腹部超音波
肺がん検診
大腸がん検診（便潜血）
胃がん検診

（カメラまたはバリウム）
ほか

県民健康センター 男　44,280円
女　47,520円

男　16,280円
女　19,520円

公 立 丹 南 病 院 40,840円 12,840円

福井県済生会病院 44,280円 16,280円

福 井 赤 十 字 病 院 男　44,280円
女　47,520円

男　16,280円
女　19,520円

※自己負担額は1日標準コースの金額です。受診日に各医療機関にお支払いください。消費税率の変更に伴い自己負担額が
変わりますのでご注意ください。

※オプションは別料金です（胃カメラ、子宮頸がん、乳がん検診など追加料金になる場合があります）。
※検査の結果により、町保健師・栄養士が家庭を訪問して健康相談などを行う場合があります。

人間ドック申込み方法

受 付 期 間　 4月1日（月）～ 12月20日（金）　平日  午前8時30分～午後5時

申 込 場 所　 健康保険課（電話予約はできません。）

必要なもの　 国民健康保険証または後期高齢者保険証、印鑑、健診受診券（5月送付予定）

※指定健診機関の予約状況によって、早めに受付が終了する指定健診機関もあります。
希望する月や指定健診機関がある人は、お早めの申込みをお勧めします。

※上記の指定健診機関以外で受診された場合にも助成金の補助があります。詳しくはお問合わせください。

I n f o r m a t i o nえちぜん
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健康な暮らしのために



ボケ防止冬は毛糸で編み物を	 山内　千代
あまり毛系利用し編んだ炬燵掛け	 山谷　ゆり川 柳編みかけの毛糸が母の形して	 司辻　文子

背を丸め毛糸編みした亡母しのぶ	 向当みつ子川 柳

2019年　第61回こどもの読書週間

今年の標語は、 「 ドは読書のド♪ 」

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　織 田 分 館  ☎36–2288

　4月23日の「子ども読書の日」から5月12日は、こどもの読書週間です。
　図書館では、おすすめ本の展示やイベントを行います。

A word from the international arena...

Vol.146

国際交流室から一言
「越前町国際交流のつどい」で国際交流

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　3月10日、織田コミュニティセンターで、「越前町国際交流のつどい」が開かれました。ワールド・キッ
チンコーナーでは、台湾、ロシア、イタリアと南アフリカの講師が母国料理を紹介し、参加者と一緒に
調理しました。今回のメニューは台湾の桂

グゥェイユェンミィガオ

圓米糕と冰
ピン

糖
タン

蓮
レン

子
ズー

銀
イン

耳
エァー

湯
タン

（竜眼おこわと蓮の実と白きくら
げの薬膳美肌デザート）、ロシアのペリメーニ（ロシアの水餃子）、イタリアのニョッキ（クリームソー
スパスタ）と南アフリカのフェットクック（デザート揚げパン）でした。どれも簡単に作られる料理で、

小学生の参加者も楽しんで作る様子が見られました。
ワールド・カルチャーコーナーではフランスの文化に
関するクイズをはじめ、インドネシアの踊りや楽器の
演奏、ブラジルのサンバが披露され、参加者も一緒に
踊りや歌を体験しました。
　最後に全員で、作った料理を試食し「これ美味しい
ね」、「日本の味とちょっと違う」、「家で作れそう」など
の参加者の声があり、会場はにぎやかな雰囲気に包ま
れました。来年度も越前町国際交流のつどいを実施し、
日本人と外国人との距離を「料理」と「文化体験」を
通じて、縮めていきたいです。

実施期間　4月23日〜 5月19日まで（景品が無くなり次第、終了）

対　　象　小学生以下のお子様

内　　容　町内4つの図書館のいずれかで本を借りるとスタンプがもらえます。
　　　　　（1日1個）スタンプが3つ集まったら、クジができます。

全館共通
イベント

図書館だ
より

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
 4 月 7 日㈰ 織田病院 ☎36–1000

 4 月14日㈰ 織田病院 ☎36–1000

 4 月21日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

 4 月28日㈭ 藤田医院 ☎34–0044

 4 月29日㈪ 織田病院 ☎36–1000

 4 月30日㈫ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
 4 月16日㈫ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥2歳児健診
 4 月 9 日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
 4 月22日㈪ 午前 9 時30分～正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥1歳6か月児健診
 4 月25日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制） 
 4 月24日㈬ 午前 9 時30分～正午 越前町生涯学習センター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター

第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
 4 月 2 日㈫

午後 1 時～ 4 時
宮崎コミュニティセンター

 4 月16日㈫ 社会福祉センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦介護おはなし会（予約制）
 4 月25日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
 4 月23日㈫ 午後 1 時～ 4 時 越前地域福祉センター

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

◦1歳頃◦
上下の前歯が4本ずつ生え、前
歯で食べ物を噛みとることがで
きます。奥歯は生えていないた
め、すりつぶす必要のあるもの
は上手に食べられません。

◦1歳6か月頃◦
奥歯が上下でかみ合うように
なります。（奥歯が全部生えそ
ろうわけではありません）。こ
の時期は、噛みつぶせてもす
り潰しは上手くできません。

◦3歳頃◦
奥歯のかみ合わせが安定
し、すりつぶすことがで
きるようになり、大人の
食事に近い食べ物が食べ
られるようになります。

　2歳を過ぎると、徐々に大人と同じようなものを食べられるようになってきます。し
かし、お口の中の使い方は大人と同じではありません。3歳頃までは奥歯が生えそろわ
ず、食べ物をすりつぶすことが難しいため、噛みにくいものがいっぱいです。また、奥
歯が生えそろったからといって、大人と同じように食べられるとは限りません。日々の
食事の時に食べづらそうにしているものがないか、お子さんの様子をみてみましょう。

　1 ～ 2歳児の食べにくい食品（例）　※食べにくいものにも個人差があります。

弾力性が強い・噛み切れないもの かまぼこ、こんにゃく、いかなど この時期は控える

皮などが口に残るもの 豆、トマトなど 皮をむく

口の中でまとまりにくいもの ひき肉、ブロッコリーなど とろみをつける

ペラペラしたもの わかめ、レタスなど 加熱して刻む

唾液を吸うもの・パサパサしているもの パン、ゆで卵、さつま芋など 水分を加えて調理する

飲み込みにくいもの（誤嚥しやすい） もち、こんにゃくゼリーなど この時期は控える

噛み潰せず、口にいつまでも残るもの 薄切り肉（すじが多いもの）など たたいたり切ったりひと工夫

歯のかみ合わせと食事
子育て世代包括支援センターだより
│

│

│
├ ├

├

「歯がどれだけ
生えているのか」は、
噛む力に大きく
影響します。

1歳頃～ 3歳頃までの歯の様子

歯が生えそろわないうちはこんなものが食べにくい

町立図書館　4月13日（土）・27日（土） 　午後2時～
織 田 分 館　4月13日（土） 　午後2時～

おはなし会

スタンプを集めて、クジにチャレンジ！！

広報 えちぜん23 平成31年４月号
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広報 えちぜん 22平成31年４月号

健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

思い出は母を囲んで生きた日々	 原　　榮子
思い出のドラマ始まるクラス会	 木下百合子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 4月は実施しません 34–5602

朝 日 南 保 育 所 4月は実施しません 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 4月は実施しません 34–0081

あ さ が お 保 育 園 4月は実施しません 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 4月は実施しません 32–2067

小 曽 原 保 育 所 4月は実施しません 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 平 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 平 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 平 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 平 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 平 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
3
月
15
日
現
在
）

（
3
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（3月1日現在）

人　口	 21,570人

　男	 10,478人
　女	 11,092人
世帯数	 7,256戸

（前月より50人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　

こ
の
写
真
は
、
3
月
3
日
に
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
第
10
回
越
前
町
文
化
協
議
会
芸
能
祭

で
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会
あ
さ
ひ
幸
若
の
舞
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
「
幸
若
舞
（
安あ

宅た
か

の
関
）」
の
様
子
で

す
。
幸
若
舞
は
室
町
時
代
に
流
行
し
た
曲く
せ

舞ま
い

の
1

つ
で
、
創
始
者
は
桃も
も

井の
い

直な
お

詮あ
き

と
さ
れ
、
彼
の
幼
名

で
あ
っ
た
「
幸
若
丸
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
幸
若
舞
を
継
承
す
る
桃
井
一
族
は
、
西
田

中
や
宝
泉
寺
に
居
住
し
、
全
国
で
活
躍
し
ま
し
た
。

戦
国
武
将
・
織
田
信
長
も
愛
好
し
た
幸
若
舞
で
す

が
、
明
治
時
代
の
初
め
に
歴
史
か
ら
姿
を
消
し
ま

し
た
。
そ
れ
を
剣
詩
舞
と
し
て
復
活
さ
せ
た
の
が

こ
の
演
目
だ
そ
う
で
す
。
幸
若
舞
を
演
舞
す
る
子

ど
も
た
ち
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
と
舞
の
美
し
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　
吹
く
風
の
中
に
も
、
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
暖
か
な
陽
気
に
連
れ

ら
れ
て
休
暇
で
も
取
り
、
の
ん
び
り
と
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
私
の
場
合
は
、
仕
事
が
山
積
み
で

と
て
も
ゆ
っ
く
り
で
き
そ
う
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
み
な
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
毎
日

忙
し
く
、
疲
れ
た
体
に
は
春
の
食
材
が
オ
ス
ス

メ
で
す
。
た
け
の
こ
や
た
ら
の
芽
と
い
っ
た
山

菜
類
や
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
魚
「
鰆さ

わ
ら」、

ホ
タ

ル
イ
カ
な
ど
、
春
に
旬
を
迎
え
る
食
材
は
栄
養

的
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　
年
度
初
め
の
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
に
は
、
せ

め
て
食
事
だ
け
で
も
身
近
な
春
を
感
じ
て
み
た

い
も
の
で
す
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
71

―
古
墳 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

4月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

学芸員 H

Ｅ子

天
王
坂
の
前
に
到
着
す
る
。

Ｅ
子　
八
坂
神
社
の
前
で
す
ね
。こ
こ
か
ら
行
く
ん
で
す
か
？

学
Ｈ　
は
い
。こ
こ
か
ら
は
歩
い
て
行
き
ま
す
。か
な
り
山
を

登
り
ま
す
の
で
、覚
悟
し
て
く
だ
さ
い
。

15
分
ほ
ど
天
王
坂
を
歩
く
。

Ｅ
子　
小
さ
な
建
物
が
あ
り
ま
す
ね
。

学
Ｈ　
か
や
り
地
蔵
で
す
。
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。江
戸
時
代
の
も
の
で
、六
体
の
磨ま

崖が
い

仏ぶ
つ

が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

Ｅ
子　
仏
さ
ま
が
逆
さ
で
す
。

学
Ｈ　
昔
、上
か
ら
転
落
し
て
、今
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

Ｅ
子　
だ
か
ら
、か
や
り
地
蔵
な
ん
で
す
ね
！

学
Ｈ　
は
い
。こ
こ
か
ら
古
墳
ま
で
は
、ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

天
王
坂
の
峠
か
ら
分
岐
し
て
、道
な
き
道
を
15
分
ほ
ど
歩
く
。

Ｅ
子　
す
ご
い
、藪や
ぶ

で
す
。ま
だ
先
で
す
か
？

学
Ｈ　
こ
こ
か
ら
は
、き
れ
い
な
尾
根
伝
い
の
道
に
な
っ
て
い

て
、も
う
す
ぐ
到
着
で
す
。

番ば
ん

城じ
ょ
う

谷だ
に

山や
ま

古
墳
群
に
到
着
す
る
。

学
Ｈ　
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
が
番

城
谷
山
古
墳
群
で
す
。

Ｅ
子　

こ
ん
も
り
と
し
た
山
み

た
い
な
の
が
、
古
墳
で
す

か
？ （
写
真
1
）

学
Ｈ　

大
き
い
方
が
5
号
墳
で
、

小
さ
い
の
が
4
号
墳
で
す
。

Ｅ
子　
4
、5
と
い
う
こ
と
は
、1
、

2
も
あ
る
ん
で
す
か
？

学
Ｈ　
4
号
墳
の
奥
に
、
3
、
2
、

1
と
続
い
て
、
5
号
墳
の

先
に
6
、7
と
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子　
こ
こ
、も
の
す
ご
く
高
い
で
す
よ
ね
。

学
Ｈ　
は
い
。
こ
の
場
所
で
、
標
高
１
５
７
ｍ
あ
り
ま
す
。
下

の
田
ん
ぼ
で
、
標
高
20
ｍ
く
ら
い
だ
と
思
う
の
で
、

１
３
０
ｍ
以
上
、山
を
登
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。今

ま
で
見
て
き
た
古
墳
の
な
か
で
は
、
圧
倒
的
に
高
い

場
所
に
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子　
こ
ん
な
高
い
山
に
も
、古
墳
っ
て
造
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。

学
Ｈ　
こ
れ
は
、福
井
県
で
も
嶺
北
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。ち
な
み
に
、一
番
高
い
場
所
に
あ
る
大
き
い
古
墳

は
、
永
平
寺
町
の
二
本
松
山
古
墳
と
い
う
前
方
後
円

墳
で
、標
高
２
７
３
ｍ
の
高
さ
に
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子　
す
ご
い
で
す
！

学
Ｈ　
ど
う
も
、越
前
を
支
配
し
て
い
た
王
さ
ま
た
ち
は
、あ

え
て
高
い
場
所
を
選
ん
で
古
墳
を
造
っ
た
よ
う
で
す
。

Ｅ
子　
眺
め
が
い
い
か
ら
、気
持
ち
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

番
城
谷
山
4
号
墳
と
5
号
墳
の
間
に
行
く
。

学
Ｈ　
こ
れ
、何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

Ｅ
子　
石
で
す
ね
。こ
の
あ
た
り
に
、

た
く
さ
ん
散
ら
ば
っ
て
い
ま

す
が
…
…（
写
真
2
）

学
Ｈ　
天
王
川
に
あ
る
川
原
石
で
す
。

こ
れ
は
、葺ふ
き

石い
し

と
言
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
川
原
石
を
大
量
に

使
っ
て
、
古
墳
全
体
を
覆お
お

い

ま
す
。

Ｅ
子　
下
の
天
王
川
か
ら
運
ぶ
っ
て
こ
と
で
す
か
？ 

学
Ｈ　
古
墳
を
造
る
た
め
に
、わ
ざ
わ
ざ
運
び
ま
す
。全
部
数

え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
五
万
個
く
ら
い
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
子　
え
っ
、な
ぜ
、こ
ん
な
手
の
込
ん
だ
こ
と
を
す
る
の
で

す
か
！

学
Ｈ　
そ
れ
は
、
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
物
が
権
力
者
だ
か

ら
で
す
。
歴
代
の
越こ
し

国
を
代
表
す
る
王
さ
ま
た
ち
の

古
墳
は
、す
べ
て
葺
石
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
も
、

埴は
に

輪わ

と
い
う
も
の
も
も
っ
て
い
ま
す
。
番
城
谷
山
5

号
墳
も
葺
石
と
埴
輪
の
両
方
を
も
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子　
と
い
う
こ
と
は
、こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
人
物
は
、越
の

王
さ
ま
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

学
Ｈ　
そ
う
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
丹
南
地
区
の
数
あ
る

古
墳
の
な
か
で
、
葺
石
と
埴
輪
の
両
方
を
も
つ
古
墳

は
、
今
の
と
こ
ろ
番
城
谷
山
の
4
号
墳
と
5
号
墳
だ

け
な
の
で
す
。

Ｅ
子　
な
ぜ
、2
つ
だ
け
な
の
か
、謎
で
す
ね
。

学
Ｈ　
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

朝　

日	

宮み
や

﨑ざ
き　

音お
と

羽は

（
優
哉
、
女
）

江　

波	

西に
し

村む
ら　

結ゆ
い

虹こ

（
大
樹
、
女
）

　

厨	

岩い
わ

城き　

そ
ら
（
久
嗣
、
女
）

馬　

場	

田た

地ぢ　

大た
い

輝き

（
紀
美
恵
、
男
）

　

中	

水み
ず

嶋し
ま　
　

唯ゆ
い

（
一
裕
、
女
）

佐
々
生	

薄
田　

靜
子
さ
ん
（
98
歳
）

乙　

坂	

清
水　

正
治
さ
ん
（
93
歳
）

栃　

川	

早
苗　

一
雄
さ
ん
（

101
歳
）

天　

王	

三
田
村
フ
サ
エ
さ
ん
（
87
歳
）

大　

畑	

藤
﨑
フ
ミ
コ
さ
ん
（
90
歳
）

小　

倉	

塩
見　

幸
雄
さ
ん
（
67
歳
）

小　

倉	

野
村　
　

長
さ
ん
（
84
歳
）

上
糸
生	

渡
邉　

芳
子
さ
ん
（
71
歳
）

小
曽
原	

間
所　

笹
尾
さ
ん
（
99
歳
）

江　

波	

向
當
オ
ツ
ヤ
さ
ん
（
88
歳
）

江　

波	

向
當　

正
男
さ
ん
（
84
歳
）

八　

田	

齋
藤　
　

忠
さ
ん
（
90
歳
）

血
ヶ
平	

清
水　

雪
子
さ
ん
（
89
歳
）

梅　

浦	

吉
川　

キ
ヨ
さ
ん
（
92
歳
）

　

宿	

西
藤　

厚
子
さ
ん
（
76
歳
）

小　

樟	

豊
岡
た
か
子
さ
ん
（
66
歳
）

大　

樟	

親
﨑　

實
德
さ
ん
（
69
歳
）

道　

口	

刀
上　

武
夫
さ
ん
（
91
歳
）

道　

口	

北
瀨　

好
江
さ
ん
（
77
歳
）

高　

佐	

入
場　

敬
藏
さ
ん
（
88
歳
）

高　

佐	

竹
内　

廣
美
さ
ん
（
92
歳
）

高　

佐	

宮
本
コ
ウ
メ
さ
ん
（
98
歳
）

米　

ノ	

小
荒　

一
夫
さ
ん
（
79
歳
）

馬　

場	

水
田　

秀
之
さ
ん
（
99
歳
）

大
王
丸	

林　
　

和
美
さ
ん
（
82
歳
）

杉
の
花	

大
迫　

惠
司
さ
ん
（
74
歳
）

杉
の
花	

助
田
維
久
子
さ
ん
（
87
歳
）

平　

等	

髙
堰　

三
郎
さ
ん
（
99
歳
）

平　

等	

松

す
ゑ
を
さ
ん
（
98
歳
）

下
山
中	

森
下
と

子
さ
ん
（
86
歳
）

下
山
中	

中
西
有
理
子
さ
ん
（
50
歳
）

桜　

谷	

眞
木　

眞
治
さ
ん
（
88
歳
）

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
第9回越前陶芸村しだれ桜まつり

【4月1日㈪～4月12日㈮】
平成31年度当初予算と重要施策

【4月13日㈯～4月26日㈮】
飼い犬の登録と狂犬病予防注射について

【4月27日㈯～5月10日㈮】

■丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～
朝日西保育所

【 4月6日㈯～ 4月12日㈮】

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
GO ！ GO ！部活動
朝日中学校 女子ソフトテニス部

【4月20日㈯～ 4月26日㈮】

▲写真1

▲写真2

広報 えちぜん 24広報 えちぜん25 平成31年４月号平成31年４月号



今後の新庁舎整備内容

区　　分 項　　　　目

建設工事
役場庁舎

公用車車庫

外構工事

既存構造物撤去

排水路

融雪設備

外灯

駐車場

構内通路

解体工事
現庁舎

公用車車庫（一部）

そ の 他
システム等移設

備品購入・設置

い
よ
い
よ
本
格
的
に

　
　
新
庁
舎
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す

工事スケジュール
　

庁
舎
建
設
の
工
事
期
間
は
、
約
15
か

月
、
新
庁
舎
が
完
成
し
、
役
場
機
能
移

転
後
に
は
、
現
庁
舎
の
解
体
工
事
、
駐

車
場
、
融
雪
、
構
内
通
路
な
ど
の
外
構

工
事
を
含
め
た
敷
地
内
整
備
が
必
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
完
了
ま
で
に
は

約
2
年
か
か
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
近
隣
住
民
の
み
な
さ

ん
や
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
不
便
と

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

工事スケジュール

●❶	役場新庁舎の建設工事と周辺構造物の撤去と新庁舎前の駐車場を含めた一部外構を行います。
	 なお、生涯学習センター正面玄関が工事範囲に含まれていますが、新庁舎2階と生涯学習
センターを渡り廊下で接続するための工事期間は、正面玄関が利用できなくなる予定です。
時期については、広報えちぜんや町ホームページでお知らせします。

予定期間：2019年3月～ 2020年6月

●❷	現庁舎の解体工事と現庁舎周辺構造物の撤去工事を行います。
●❸	役場新庁舎の国道側の駐車場等の外構工事を行います。

予定期間：2020年6月～ 9月

工事スケジュール
●❹	公用車車庫の建設工事と駐車場や構内通路等の外構工事を行います。

予定期間：2020年10月～ 2021年3月

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
図
の
矢
印（
赤

色
）は
車
両
な
ど
の
通
行
路
お
よ
び

進
入
口
で
す
。

※
敷
地
北
側
の
交
差
点
は
、
四
差
路
か

ら
三
差
路
に
な
り
ま
す
。
時
期
に
つ

い
て
は
、
予
告
看
板
な
ど
で
事
前
に
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地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 越前町に移住して1年が経ちましたact.11

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

発
行

／
越

前
町

役
場

　
  編

集
／

総
務

課
〒

916
‒0192　

福
井

県
丹

生
郡

越
前

町
西

田
中

13
−

5
−

1
TEL 0778

‒34
‒1234㈹

　
FA

X
 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

あさひ保育所

　こんにちは。地域おこし協力隊の大谷です。長い冬が明け、年度も変わり、気持ちが切り替わる時分にな
りましたね。いつもは移住したい人の相談を受け付けていますが、僕自身も越前町に移住して1年が経ちま
した。越前町で四季を過ごした中で思うことは、この町は住んでいて本当に気持ちがいいということです。
　都会に住む人の中には、モノや情報などが「ありすぎる」ことに違和感がある人も多く、僕もその一人で
した。そのため今は、「適度にない生活」を楽しんでいて、自分のやりたいことや考えたいことに集中できる
環境だなと実感しています。個人的には若者がやっているパン屋やカフェなどができると若者が集まる場に
もなり、より日常が充実しそうだなと思っています。2年目は、1年目にできた人のつながりを活かしながら、
若者が「移住して越前町で開業したい」という想いを形にしやすい雰囲気を作れるようにがんばりたいです。

　給食では地産地消を心がけて、煮物、和え物など和食を多く取り入れています。季節の食材を豊かにいた
だき、豊かな食の体験を通して、子どもの食への関心を育み「食を営む」基礎を養っています。

越前地区は急坂に建物が密集し

ており、空き家を活用したまち

づくりで盛り上がりを見せてい

る広島の尾道と似た地形のため、

可能性を感じています。

食べることの楽しさや大切さを知る

尾道の空き家リノベーションの事例で最も有名な建物のひとつ「あなごのねどこ」。安価で泊まれる相部屋形式のゲストハウスで、若者が県外からやってくるきっかけの場所になっています。

こちらは尾道の風景。空き家も多いで
すが、壊すにも機械が入らず莫大な費
用がかかるため、逆にうまく活用しよ
うと若い有志が集まり、リノベーショ
ンをして素敵なお店ができています。

今日の給食
なにかな～？

～食育編～

No.23すくすく通信すくすく通信

今日の給食にはどんなものがあるのかな？
どんな栄養がふくまれているのかな？

おやつは、手作りの味を大切にしています。
また、手作りおやつの試食やレシピも保護
者のみなさんに配布して、家庭での参考に
していただいています。

「もぐもぐだより」
「パクパクだより」
は給食室から保護
者向けに定期的に
発行しています。

もりもり食べて健康な体作り。
0歳児から5歳児まで年齢に合わせた食事
のかたち、マナーを身につけていきます。

成長の記録
卒園の時に渡します。
リボンの長さは、在園
間に伸びた身長です。

おいしいね！

広報 えちぜん 28平成31年４月号


	広報えちぜん4月号
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